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新年あけましておめでとうございます。皆さん、正月休みで心も 

体もリフレッシュされたことと思います。皆さんはそれぞれ、 

新しい年を迎えるにあたり胸に期するものがあると思います。 
辰年は、「辰は滝を昇り竜になり天空を自由に動き回る年」、 

飛躍の年とも言われます。 
つまり、皆さんは大躍進が期待できる年となわけです。 

   今年の終わりに「ああ、その通りだったね」と言える充実した１年になるよう頑張っていき
ましょう。期待しています。 

 

マリナーズで会長付特別補佐兼インストラクターを務めるイチロー氏が、旭川東

（北海道）で選手指導を行ったときのお話を紹介します。 

「高校生で自分を導くのは難しい。でも、結局自分しかいなくなっちゃう。だってそ

ういう存在いないでしょ。ということは自分に厳しくせざるをえない。自分を高めて

いこうと思ったら。自分に厳しくできる人間、中にはいますよ。そうするとどんどん

自分を厳しい方に持っていく、厳しい道を選ぶ、それは若いうちにしかできないこと。

でもそれを重ねていったら、大変で挫折することもあると思うけど、そうなれたらめ

っちゃ強くなる。でも、導いてくれる人がいないと楽な方に行くでしょ。自分に甘え

が出て、結局苦労するのは自分。厳しくできる人間と自分に甘い人間、どんどん差が

出てくる。厳しくできる人間はどんどん求めていくわけだから。うまくなったり強く

なったりできる。求めてくる人に対しては求められる側もそれはできる。でも求めて

くれなかったらできないから。でも自分を甘やかすことはいくらでも今できちゃう。

そうなってほしくない。いずれ苦しむ日が来るから。大人になって、社会に出てから

も必ず来る。できるだけ自分を律して厳しくする」。高校生とはいえ、自らを追い込み

挫折も味わって強くなると説いていました。 

ここで、何が言いたいかというと、自分自身にどれだけ厳しくなれるかということです。皆さ

んは、時間を惜しんで勉強したことがありますか？部活動を体力の限界まで行ったことがありま

すか？皆さんの様子を見ていると厳しい道を選んで生活しているとは思いません。皆さんは、自

分を甘やかし、楽に生きようとしか見えません。前回も申し上げましたが、今からでも遅くはあ

りません。「自分に厳しくできる人間」になって下さい。今日から、取り組みましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆１年生◆ 

◆メカトロニクス研究同好会◆ 

◆２年生◆ 

◆３年生◆ 

【計算技術検定３級合格者】 
 海野 翔   髙木 琥珀 
【トレース技能検定４級合格者】（初のクラス全員合格） 
井上 愛都  猪股 龍聖  岩上 一樹   海野 翔 

大澤 瑛仁  岡﨑 颯将  音之宮 大和  親川 けいじ 

菊池 優翔  塩谷 颯人  髙木 琥珀   中野 龍青  萩原 龍星 

細野 隼杜  間野 巧睦  水野 夢人   若林 龍一  渡邉 櫂叶 

【小型車両系建設機械特別教育合格者】 
髙木 琥珀  音之宮 大和 

【アーク溶接特別教育合格者】 
櫻井 隆司  菅原 柊斗  手計 知哉  野口 春登  

野澤 瀬奈  湯川 薫   渡邉 宙叶 

【小型車両系建設機械特別教育合格者】 
櫻井 厚輔  

【アーク溶接特別教育合格者】 
神戸 太陽  

【技能検定３級電子機器組立て成績優秀者表彰】 
荻野 悠翔   菅野 直樹   猿渡 元紀   星野 来弥 

【技能検定３級＿機械検査成績優秀者表彰】 
荻野 悠翔 

【埼玉県工業高校生プログラミングコンテストホームページ部門優良賞受賞】 

１－６ 猪股 龍聖  

【埼玉県工業高校生アイデアロボットコンテストライントレース B クラスアイデア賞受賞】 

１－６ 親川 けいじ  萩原 龍星  細野 隼杜 

次は、情報技術検定３級 

「全員合格」目指して頑張ろう‼ 



 

マリナーズで会長付特別補佐兼インストラクターを務めるイチロ

ー氏（50）が 4、5 日の 2 日間にわたり、旭川東（北海道）で選

手指導を行った。 

 イチロー氏が高校生を指導するのは、20 年の智弁和歌山、21

年の国学院久我山、千葉明徳、高松商、22 年の都新宿、富士高に

続き 7 校目。 

同校は、過去 10 度も北北海道大会の決勝に進みながら甲子

園には届かず、昨夏 53 年ぶり 11 度目の決勝進出を果たす

も再び敗退。2021 年の大みそかに旭川東高の関係者から「悲

願を叶えたい」との指導を依頼を受け、「悲願を叶え未来の礎

となるきっかけを残せたら」と訪問を決めたという。 

談義では、学生野球を取り巻く指導の環境についても語った。

「高校生で自分を導くのは難しい。でも、結局自分しかいなくな

っちゃう。だってそういう存在いないでしょ。ということは自分

に厳しくせざるをえない。自分を高めていこうと思ったら。自分

に厳しくできる人間、中にはいますよ。そうするとどんどん自分

を厳しい方に持っていく、厳しい道を選ぶ、それは若いうちにし

かできないこと。でもそれを重ねていったら、大変で挫折するこ

ともあると思うけど、そうなれたらめっちゃ強くなる。でも、導

いてくれる人がいないと楽な方に行くでしょ。自分に甘えが出

て、結局苦労するのは自分。厳しくできる人間と自分に甘い人

間、どんどん差が出てくる。厳しくできる人間はどんどん求めて

いくわけだから。うまくなったり強くなったりできる。求めてく

る人に対しては求められる側もそれはできる。でも求めてくれな

かったらできないから。でも自分を甘やかすことはいくらでも今

できちゃう。そうなってほしくない。いずれ苦しむ日が来るか

ら。大人になって、社会に出てからも必ず来る。できるだけ自分

を律して厳しくする」。高校生とはいえ、自らを追い込み挫折も

味わって強くなると説いた。  

 チームについても「本当はこれ言いたいけどやめとこうかなっ

てあるでしょ。でも、信頼関係が築けていたらできる。おまえそ

れ違うだろって。いいことはもちろん褒める。でも、そうじゃな

い。言わなきゃいけないことは同級生・先輩・後輩あるけど…1 年

から 2 年に言ったっていいよ今は、大丈夫。そういう関係が築け

たらチームや組織は絶対強くなりますよ。でもそれを遠慮して、

みんなとうまく仲良くやる、ではいずれ壁が来ると思う」と述べ

た。 

 また「今の時代、指導する側が厳しくできなくなって。何年く

らいなるかな。僕が初めて高校野球の指導にいったのが 2020 年



の秋、智弁和歌山だね。このとき既に智弁の中谷監督もそんなこ

と言ってた。なかなか難しい、厳しくするのはと。でもめちゃく

ちゃ智弁は厳しいけど。これは酷なことなのよ。高校生たちに自

分たちに厳しくして自分たちでうまくなれって、酷なことなんだ

けど、でも今そうなっちゃっているからね。迷ったときに、この

人ならどう考えるんだろって存在は、そんな自分で整理してこれ

が正解だと思うっていけないですよ、なかなか。かといってじゃ

あ友達にそんなこと言ってさ、それも違うでしょ。どうしてる？

迷ったとき。誰に相談するの。自分の中で整理して進むしかない

の？どうであってほしいと思う？厳しくしてほしいって子もいる

でしょ、中には」。自主性や褒めることを重んじる教育の流れの

中で、厳しく指導することのさじ加減の難しさを指摘し、高校生

の心中を慮った。 

 「自分たちを尊重してくれるのはありがたいんだけど、分から

ないこともいっぱいあるからもう少しほしいんだけどってない？

あるよね」と語り、「これはなんかね、高校野球というよりも大

きな、もうちょっと大きな話になっちゃうね。でも自分たちで厳

しくするしかないんですよ。ある時代まではね、遊んでいても勝

手に監督・コーチが厳しいから全然できないやつがあるところま

では上がってこられた。やんなきゃしょうがなくなるからね。で

も、今は全然できない子は上げてもらえないから。上がってこら

れなくなっちゃう。それ自分でやらなきゃ。なかなかこれは大

変」と様変わりした現代では、選手がより自身を律することが求

められる過酷さを指摘した。 

 旭川東は北海道旭川市にある公立（道立）の高校。1903 年開校

の北海道庁立上川中学校を起源とする伝統校で、通称は「旭東」

「東高」。旧制旭川中学校時代はビクトル・スタルヒン氏の母校

として知られる。スタルヒン氏はエースとして北海道大会で 33、

34 年と準優勝して 3 年で中退。巨人の前身・大日本東京野球倶楽

部に入団、初の 300 勝投手となった。 

 学生野球の指導には、原則としてプロ球団を退団する必要があ

る。だが、イチロー氏の野球界への功績の大きさや、アマ選手の

獲得に携わる立場でないことを踏まえ、日本学生野球協会が特例

を容認。イチロー氏は 2019 年 12 月に学生野球資格回復制度の研

修会を受講し、20 年 2 月に資格を回復。マリナーズでの活動がな

いオフシーズンに限り、高校生や大学生への指導が可能となり、

以来各地の高校で指導している。 


